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感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
演
能
形
態
が
常
と
異
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
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懐
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＝

櫻
間
右
陣

角
田
川
＝

四 

日
七 

 

月

（
日
）

政
木
哲
司

加
　
茂
＝

髙
橋
　
忍

西
行
桜
＝

山
井
綱
雄

船
　
橋
＝

六 

日
二 

 

月

（
日
）

本
田
芳
樹

花
　
月
＝

金
春
安
明

采
　
女
＝

佐
藤
俊
之

海
　
人
＝

九 

日
八 

 

月

（
日
）

井
上
貴
覚

経
　
政
＝

本
田
光
洋

六
　
浦
＝

金
春
穂
高

通
小
町
＝

十 

日
六 

 

月

（
日
）

伊
藤
眞
也

実
　
盛
＝

辻
井
八
郎

江
　
口
＝

櫻
間
金
記

枕
慈
童
＝

十
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（
日
）

森
　
瑞
枝

清
　
経
＝

梅
井
み
つ
子

三
　
輪
＝

高
取
玲
子

葵
　
上
＝

老
松
︵
お
い
ま
つ
︶

　

北
野
天
満
宮
の
霊
夢
を
蒙
っ
た
梅
津
某
（
ワ
キ
）
が
、
従
者
（
ワ
キ
ツ
レ
）
を
連
れ
て
筑
紫
国

の
安
楽
寺
を
訪
れ
る
。
す
る
と
松
と
梅
の
木
を
守
る
老
人
（
前
シ
テ
）
と
男
（
ツ
レ
）
が
、
早
春

の
境
内
の
美
し
さ
を
讃
え
な
が
ら
姿
を
現
す
。
二
人
は
菅
原
道
真
に
ゆ
か
り
の
飛
梅
（
紅
梅
殿
）

と
老
松
の
神
木
を
示
し
、梅
と
松
の
徳
を
語
り
消
え
失
せ
る
。
門
前
の
男
（
ア
イ
）
が
や
っ
て
来
て
、

飛
梅
と
老
松
の
伝
説
を
語
り
、
梅
津
に
逗
留
を
勧
め
る
。
夜
が
更
け
る
と
老
松
の
神
（
後
シ
テ
）

が
現
れ
、
御
代
を
祝
す
。

　

松
と
梅
の
め
で
た
さ
に
焦
点
を
あ
て
た
能
。
背
景
に
は
、
梅
と
松
の
木
が
配
流
の
道
真
を
慕
っ

て
都
か
ら
飛
来
し
た
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
老
松
の
神
は
「
真
ノ
序
ノ
舞
」
を
舞
い
ま
す
。

　

主
人
が
初
寅
の
日
に
太
郎
冠
者
を
連
れ
て
鞍
馬
参
り
に
出
か
け
る
。
夜
、
太
郎
冠
者
は
多
門
天

（
毘
沙
門
天
）
か
ら
「
福
あ
り
の
実
（
梨
）」
を
授
か
る
夢
を
見
る
。
翌
朝
、
主
人
が
そ
の
福
を
無

理
や
り
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
の
で
、
太
郎
冠
者
は
福
渡
し
の
呪
文
を
唱
え
て…

…

。

　

福
渡
し
の
場
面
は
謡
で
表
現
さ
れ
、
明
る
さ
と
め
で
た
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
鞍
馬
寺
の
本

尊
の
一
つ
は
、
毘
沙
門
天
で
す
。

　

出
家
し
た
大
江
定
基
は
寂
昭
法
師
（
ワ
キ
）
と
名
乗
り
、
唐
国
の
石
橋
を
訪
れ
る
。
石
橋
の
向
か

い
は
文
殊
菩
薩
の
世
界
、
清
涼
山
。
や
が
て
老
人
（
前
シ
テ
）
が
現
れ
、
石
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る

寂
昭
を
と
ど
め
る
。
老
人
は
深
い
谷
に
架
か
る
石
橋
の
謂
れ
を
語
り
、消
え
失
せ
る
。
仙
人（
ア
イ
）

が
現
れ
石
橋
の
有
様
を
述
べ
る
と
、
赤
白
二
頭
の
獅
子
（
後
シ
テ
・
ツ
レ
）
が
出
現
し
、
橋
の
た

も
と
の
牡
丹
に
戯
れ
つ
つ
威
勢
を
見
せ
て
舞
う
。

　

霊
獣
獅
子
の
勇
壮
な
舞
が
見
ど
こ
ろ
。
習
い
の
能
と
し
て
大
切
に
扱
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
小
書

（
特
別
演
出
）
で
の
上
演
で
す
。
常
は
赤
一
頭
の
獅
子
で
す
が
、
今
回
は
赤
と
白
の
二
頭
の
獅
子
が

登
場
し
、
親
獅
子
と
子
の
心
で
舞
い
ま
す
。

　

唐
の
玄
宗
皇
帝
の
命
令
を
受
け
た
方
士（
道
教
の
呪
術
師
）（
ワ
キ
）が
、亡
く
な
っ
た
楊
貴
妃（
シ

テ
）
の
霊
魂
を
探
し
求
め
る
。
方
士
は
常
世
の
国
蓬
莱
宮
に
た
ど
り
着
き
、常
世
の
国
の
男
（
ア
イ
）

の
案
内
で
貴
妃
と
出
会
う
。
貴
妃
は
形
見
の
玉
の
か
ん
ざ
し
を
方
士
に
与
え
、
皇
帝
と
交
わ
し
た

永
遠
の
愛
を
表
す
言
葉
「
比
翼
の
鳥
、
連
理
の
枝
」
を
出
会
い
の
証
拠
と
す
る
よ
う
に
告
げ
て
舞

を
舞
う
。
方
士
は
都
に
帰
る
が
、
貴
妃
は
ひ
と
り
宮
に
と
ど
ま
る
。

　

仙
宮
に
寂
し
く
住
む
貴
妃
の
美
し
く
も
、
哀
愁
漂
う
風
情
が
表
現
さ
れ
ま
す
。
形
見
の
か
ん
ざ

し
を
付
け
て
貴
妃
の
舞
う
「
序
ノ
舞
」
も
見
ど
こ
ろ
。
金
春
禅
竹
作
。
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